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Abstract
The aim of this paper is to explore how the Jewish people both 
in the Middle East and in America committed themselves to estab-
lishing a Jewish state and how the Six-Day War changed Jewish-
American identity. By looking into the 1967 war, which shaped 
the contemporary Middle East, we will be able to have a deeper 
understanding of Mahmoud Abbas’s U.N. bid to seek recognition of 
a Palestinian state.  This writer describes the war based on Michael 
Oren’s Six Days of War: June 1967 and the Making of the Modern 
Middle East, which not only gives detailed descriptions of the war 
but succeeds in placing it in an appropriate historical context.  Its 
perspective helps us see the Palestinians’ effort to seek statehood 
through the watershed war in 1967.
はじめに
1948 年のイスラエル建国以前にアメリカに渡ったユダヤ人は、ドイツ、
ロシア、ポーランドなどからの移民が多い。ユダヤ人は国民国家としての
故国を持たずに移民となった。どうしてか。ソロモン王亡き後のイスラエ
ル王国は、南部がユダ王国として分離した。イスラエル王国は紀元前 8世
紀にアッシリアによって滅ぼされ、またユダ王国は紀元前 6世紀に新バビ
ロニアによって滅ぼされた。さらに、紀元１世紀にはローマ帝国の属州と
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なった時期もあった。それ以降、20 世紀半ばまで、ユダヤ民族の国家は
存在しなかったからである。
歴史学者のオスカー・ハンドリン（OscarHandlin）は『根こそぎにされ
た人々―アメリカ国民を作った大移動の叙事詩的物語』（The Uprooted: 
The Epic Story of the Great Migrations that Made the American People）にお
いて、故国を捨ててきた、19 世紀の移民を指して、アメリカで「彼らは
当然のこととして他者と比較し、自らの際立った特徴を知っていたのであ
る。アメリカの子孫たちはこの、集団の意識をナショナリズムに変えたの
である
1 ）
」と述べている。
ユダヤ系のナショナリズムはシオニズム運動である。シオニズム運動は
アメリカでは反ユダヤ主義を誘発する恐れがあった。そのため、20 世紀
になるとアメリカ・ユダヤ人委員会（AmericanJewishCommittee,以下
AJC と略記する）は、シオニズム運動には慎重な態度をとった。イスラエ
ル建国後も二重忠誠（double loyalties）の非難を避けるよう努めてきた
AJC にとっては、国内のユダヤ系アメリカ人への関心が、イスラエルへ
の関心よりも優先された。それが、1967 年の六日間戦争を契機に、アメ
リカのユダヤ人はイスラエルとの一体感を強めたのである。これはイスラ
エル存続の危機がユダヤ系アメリカ人のアイデンティティの再構築につな
がったからだと考えられる。
文化人類学者の竹沢泰子は『日系アメリカ人のエスニシティ―強制収
容と補償運動による変遷』の、著書の理論的枠組みを説明した節で、次の
ように述べている。「エスニック集団の構成員は、彼らが絶えず影響を受
ける諸種の外的要因に反応する。特に集団構成員の地位が危機にさらされ
たと感じるとき、彼らは過去や伝統を再解釈し、再構築することによって
現在に関係する意味を見出し、集団アイデンティティを強めようとする
2 ）
」。
六日間戦争はアメリカのユダヤ人が、中東のユダヤ人と危機感を共有した
機会だったのである。
本稿の目的は、中東のユダヤ人が直接戦った六日間戦争とはどのような
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戦いであり、またその戦いがアメリカのユダヤ人にどのような影響を与え
たのか明らかにすることである。その上で、パレスチナ国家建設という現
代の課題は、六日間戦争を通してどのように見えるかを考えてみたい。が、
まず、現在アメリカに約 600 万人いるというユダヤ人は、もともと、どの
ような事情でアメリカに渡って来たのかを見ていきたい。
ポグロムとアメリカへの移民
ポグロム（pogrom）とはロシア語で略奪や破壊を意味する。とくに帝
政ロシアなどにおいてロシア民衆によるユダヤ人に対する破壊、暴行、虐
殺を意味している。中東地域にあったイスラエル王国やユダ王国にもとも
と住んでいたユダヤ人の子孫が、18 世紀にはロシア帝国とその周辺にディ
アスポラを形成していた。ポーランドは 18 世紀になると内部分裂による
混乱が外国の干渉を招き、3 回にわたって分割された（1772 年、1793 年、
1795 年）。ロシア領となった地域には 90 万人の貧しいユダヤ人が生活して
いた。エカチェリーナ２世（在位 1762-96 年）はこれらのユダヤ人を新征
服地の経済に不可欠だと考えていたが、ロシア領内への流出は阻みたかっ
た。そのため、プロイセン王国ならびにオーストリア =ハンガリー帝国
との国境線と、ほぼバルト海沿岸のリガ（Riga）からアゾフ海沿岸のロス
ト フ（Rostov） を 結 ぶ 線 で 囲 ま れ る 領 域 を、 ペ ー ル（thePaleof
Settlement）と呼んでユダヤ人特別強制居住地区とした。この地区にあっ
ても、キエフ（Kiev）、ヤルタ（Yalta）、セバストポール（Sevastopol）な
どには特別許可がなければ住むことができなかった。ペールは 1791 年か
ら 1917 年のロシア革命まで存在した
3 ）
。
ポーランド分割から１世紀を迎えるまでには、ロシア帝国内にはユダヤ
人の 3つの集団があった。一つ目は、エリート層として裕福な知識人階級
から成る集団で、約 30 万人いた。これらのユダヤ人は「ロシアのユダヤ
人」といわれ、ペールの外に住むことができた。二つ目は、ロシアが占領
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するポーランドの都市に住む約 170 万人のユダヤ人で、彼らはほとんどが
労働者階級であった。三つ目は、ペールの中にいて、中世さながらの生活
を強いられていた約 300 万人のユダヤ人であった
4 ）
。
ロマノフ朝第 12 代皇帝アレクサンドル２世（在位 1855-81）は、農奴を
解放した皇帝である。しかし解放された農奴の多くが都市部に流れ、新た
な貧民階層を生み出した。それを革命家は立ち退かされた小作人を扇動す
る糧とした。ロシアのナショナリストはこの人々の窮状を、ユダヤ人によ
る搾取のせいだとした。そのため、ロシアではアレクサンドル２世の治世
下 1871 年に、民衆の不満が爆発し、最初のポグロムがオデッサ（Odessa）
で勃発した。1881 年 3 月には、アレクサンドル２世が暗殺された。『アメ
リカのユダヤ人の歴史』（A History of the Jews in America）を書いたエイブ
ラハム・カープ（AbrahamKarp）は、「アメリカのユダヤ人の歴史におい
て、アレクサンドル２世の暗殺以上に影響を与えた出来事はほとんどな
い」と述べている。民衆の不満がユダヤ人に向けられ、1881 年にポグロ
ムが起きると、それは 20 世紀まで続くことになった。「危険なユダヤ人の
活動からロシア人を守る」ための一連の「暫定法」が 1882 年 5 月 31 日に
制定された。これらの法律には次のことが定められていた。村にユダヤ人
が定住することを禁ずる。すでに村に住んでいるユダヤ人を追放する権利
を村人に与える。サンクトペテルブルク（St.Petersburg）、モスクワ
（Moscow）、キエフからユダヤ人を追放する。学校に入るユダヤ人の数を
制限する。法律関係の仕事と地方公務員の仕事にユダヤ人が就くことを禁
ずる。当時ロシアの保守的な法学者・政治家であるコンスタンチン・ポベ
ドノスツェフ（KonstantinPobedonostsev）はユダヤ人の問題を次のように
考えた。ユダヤ人の 3分の１には死んでもらい、3分の１にはキリスト教
に改宗してもらい、3分の１には移民になってもらう
5 ）
。
図１で示したように、東欧諸国からアメリカへの移民数は 1870 年代か
ら増加し始め、1902 年から 1914 年までは、毎年 10 万～ 30 万人がアメリ
カに渡っている。
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図１　ドイツと東欧諸国からの移民数の推移
『アメリカ歴史統計』（Historical Statistics of the United States）のAd
111、112、114、115 を基にして作成した。年代は会計年度を示している
6 ）
。
1880 年にアメリカに 25 万人いたユダヤ人は、1900 年には 100 万人を超
えていた。
その頃のユダヤ人の政治への関心を示しているのが、ニューヨークの
ローアー・イーストサイド地区で配られたセオドア・ローズベルト
（TheodoreRoosevelt）の選挙用チラシである。イディッシュ語で書かれて
いるチラシをカープが英訳して『アメリカのユダヤ人の歴史』に載せてい
る。ニューヨーク州知事に立候補しているローズベルトは米西戦争の立役
者だから、ユダヤ人は彼に投票してほしいという内容である
7 ）
。米西戦争で
の立役者であれば、どうして、ユダヤ人が投票しなければいけないのか。
それに答えるためには、イベリア半島のユダヤ人を知らなければいけない。
イベリア半島のユダヤ人
ディアスポラのユダヤ人を出身地と改宗の有無で次のように呼ぶことが
ある。スペインかポルトガル出身もしくは両国のユダヤ人の子孫をセファ
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ルディ（Sephardi,複数は Sephardim）という。また、両国でキリスト教に
改宗した者およびその子孫を指してマラノ（Marrano, 複数はMarranos）と
いう。マラノには一時的改宗者も後にキリスト教を捨てた者も含まれる。
両国以外のヨーロッパのユダヤ人がアシュケナージ（Ashkenazi,複数は
Ashkenazim）である
8 ）
。
イベリア半島のユダヤ人に関して、マックス・Ｉ・ディモント（MaxI.
Dimont）の『アメリカのユダヤ人 ― アメリカのユダヤ人のルーツ、歴史、
運 命 』（The Jews in America: The Roots, History, and Destiny of American 
Jews）を基にして述べてみたい。ローマによって占領されていた紀元１世
紀、すでにユダヤ人はスペインに定住していた。西ゴート王国のシセブト
王（KingSisebuto,在位 612-20）が 616 年に勅令を発した。ユダヤ人に対し、
キリスト教に改宗するか、さもなければ財産を放棄させた上で追放を命じ
たのである。多くのユダヤ人は追放よりも改宗を選んだ。しかし 711 年に
スペインはアラブ人によって征服された。アラブ人は、「不信心者」が特
別な税金を払う限り、どの宗教も認めた。その結果、500 年の間、イスラ
ム教徒、キリスト教徒、ユダヤ教徒の文化、血統、宗教が融合した文明を
生んだ。ユダヤ人は西ゴート王国時代に強制されたキリスト教から解放さ
れたが、正統派ユダヤ教に戻った訳ではなかった。キリスト教徒にもユダ
ヤ教徒にもならないユダヤ人が多くいた
9 ）
。
1250 年にはレコンキスタ（Reconquista）がほぼ完成し、スペインは再
びキリスト教国になった。1350 年、スペインはユダヤ人をキリスト教に
改宗させるための一連の改宗政策を行った。ユダヤ人はほとんど抵抗せず
に改宗した。この改宗者たちはマラノと呼ばれた。マラノとはスペイン語
で「豚」の意である。マラノと名付けたのはスペイン人ではなく、改宗し
なかったユダヤ人であった。差し迫る脅威のもとで改宗させられたのなら、
マラノとは呼ばなかっただろうと、ディモントは述べている。強制された
改宗者に対して使われるヘブライ語は「アヌシム」（anusim）という言葉
であり、ユダヤ人は 1500 年以上にわたって使ってきたというのが理由で
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ある。その一方で、マラノの子や孫は、キリスト教社会で、法的にも、文
化的にも、宗教的にも自由になり、スペイン社会で成功を収めるように
なっていった。しかし、これらの「新キリスト教徒」の成功は、元々のキ
リスト教徒である「旧キリスト教徒」の反感を買った。その結果、スペイ
ンでは異端審問が行われるようになった。初代宗教裁判所長のトーマス・
デ・トルケマーダ（TomásdeTorquemada）は、改宗しなかったユダヤ人
には、改宗か追放のいずれかを選ばせた。旧キリスト教徒、新キリスト教
徒、改宗したイスラム教徒の中には異端という罪で火刑に処せられた人々
がいた。追放されたユダヤ人の多くが隣国のポルトガルに逃れた
10）
。
ポルトガルはブラジルに植民地を持っていたが、商業に従事する階層を
欠いていた。1507 年に勅令を発し、ユダヤ人の移民を許可した。その結果、
ユダヤ人はポルトガルを出国でき、取引を行うことができ、どこでも不動
産購入が可能になったのである。主要な行先は、オスマントルコ帝国、オ
ランダ、オランダの植民地、ポルトガル領ブラジルであった。これらのユ
ダヤ人の特徴は、社会の下層を構成する無産階級ではなく、実業界のエ
リート層と知的階級だということである。イベリア半島のユダヤ人を特色
付けるのは、ユダヤ教という宗教ではないのである
11）
。
南米で最も重要な植民地の一つがレシフェ（Recife）であった。ブラジ
ルの砂糖生産の中心地で、マラノが管理していた。スペインとポルトガル
で行ったように、マラノは名声のあるキリスト教徒の一族と婚姻関係を結
んでいた。しかし、再度、マラノは旧キリスト教徒によって糾弾され、
1593 年にはレシフェに異端審問所が開設された。ポルトガルが占領して
いたレシフェは 1630 年にオランダ東インド会社によって攻略された。し
かし、1654 年にポルトガルが奪還すると、オランダ側に立って戦ったユ
ダヤ人たちは、レシフェを離れることになった。1654 年 16 隻の船に乗っ
たユダヤ人がレシフェからニューアムステルダム（NewAmsterdam）に向
かった。15 隻は目的地に到着したが、残りの１隻が針路を逸れ、スペイ
ンの海賊に捕らえられた。が、フランスの帆船が海賊船を発見し、捕らわ
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れていたユダヤ人は解放され、最寄りの港であるニューアムステルダムに
連れて行かれた。これら 23 名のセファルディムがアメリカに最初に渡っ
たユダヤ人とされている。しかし、それより数週間前に、ジェイコブ・
バーシムソン（JacobBarsimson）という名のユダヤ人が、オランダ東イン
ド会社の船でニューアムステルダムに到着していたと、ディモントは述べ
ている
12）
。
ここで、セオドア・ローズベルトの選挙運動用チラシに戻りたい。アメ
リカは、キューバのスペインからの独立を支持してスペインと 1898 年に
戦争に突入した。スペインは、ユダヤ人に対する宗教による差別を行って
きた。そのスペインとの戦いで名を馳せたローズベルトに一票を投じない
ではいられないだろうというのが、チラシの主旨である。
23 名のセファルディムが上陸したニューアムステルダムは、イギリス
のオランダに対する勝利によって、ニューヨークと呼称が変わり、既述の
ように 1900 年代の初頭には南米からではなく、東欧からの移民が、ピー
クを迎えた。その結果、アメリカのユダヤ人の数は 1925 年には 400 万人
を超えていた。45 年間でユダヤ人の人口が 16 倍に増加したのは、東欧に
いたユダヤ人の 3分の１が新世界に移住したからであった
13）
。
シオニズム運動
図１で示されているように、東欧からの移民激増に先立ち、ドイツから、
ユダヤ人を含む移民が急増した時期があった。それらの移民のうち、アメ
リカ社会に同化した大半のユダヤ人は、アメリカ社会の表層下にある反ユ
ダヤ主義を挑発するのを恐れて、ユダヤ国家を樹立することは時代錯誤だ
と見ていた。シオニズムを唱えれば非難される可能性があった。つまり、
ユダヤ人はアメリカでは滞在者であり、ユダヤ人国家を樹立し、そこに居
住することが究極の目的だと見なされる可能性があったのである。しかし、
東欧から到着したばかりのユダヤ人が中心となって、1897 年、アメリカ・
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シオニスト連盟（FederationofAmericanZionists）が結成された。ロシア
やポーランドのシオニスト組合はパレスチナへの移住を組合員に促したが、
アメリカのシオニスト連盟はアメリカからパレスチナへの移民を奨励した
ことはなかった。アメリカの多くのユダヤ人にとっては、アメリカこそが
象徴としてのパレスチナ、つまりシオンであった。19 世紀末から 20 世紀
初頭にかけて、シオニズム運動は圧倒的にヨーロッパの運動であった。
ヨーロッパ社会の中で取り残されていたユダヤ人にとってのシオニズム運
動は、危険な状態を解消する手段であった。一方、すでに社会に同化して
いたアメリカのユダヤ人にとってのシオニズム運動は、アメリカ市民とし
ての自信の表れであった。シオニズム運動の創始者であるテーオドール・
ヘルツル（TheodorHerzl）は、アメリカのユダヤ人に対し、自分だけの幸
福に満足して、同胞が重い軛につながれているのを忘れているのかと問う
た
14）
。
アメリカのシオニストは、数では取るに足りなかったが、シオニズム運
動の推進者も現れた。それは、ユダヤ教の宗派の中では厳密な宗教儀式を
行わない改革派の中から出た。改革派はナショナリズム的側面よりもユダ
ヤ教の倫理的側面に重きを置いていた。さらに、改革派はアメリカをシオ
ンと見なす傾向が強い。ナショナリズム的な側面をそれほど重視しない考
え方への挑戦が、改革派のエマニュエル・テンプル（TempleEmanu-El）
の２名のラビの息子たちから出た。サムエル・アードラー（Samuel
Adler）ラビの息子、フェリックス・アードラー（FelixAdler）とグスタ
フ・ゴットヘイル（GustavGottheil）ラビの息子リチャード・J・H・ゴッ
トヘイル（RichardJ.H.Gottheil）である。ドイツ生まれのフェリックス・
アードラーは、宗教的な自由主義をユダヤ教という範囲を越えて、倫理的
な普遍主義に広げるべきであると主張した。リチャード・ゴットヘイルは、
ユダヤ人のアイデンティティにシオニズム運動を組み入れるべきだと主張
した。リチャードはアメリカのシオニズム運動の最初の指導者の１人と
なっていた。彼は 1898 年から 1904 年の間、アメリカ・シオニスト連盟の
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会長を務めた。テーオドール・ヘルツルと共に世界のシオニズム運動に尽
力した。二重忠誠の疑いに対してリチャードは、ドイツ系アメリカ人とア
イルランド系アメリカ人は、エスニック集団としてのアイデンティティを
保ち、また祖国との絆を保持しながら、いずれも、アメリカ人として愛国
心を欠いているという非難を受けたことはないと指摘をした。その上で、
万一、ユダヤ人が住んでいる国への責務と再建されるユダヤ人の郷土に対
する責任の板挟みに直面することはないとした。が、このような考えが、
シオニズム運動に対する、ドイツ系ユダヤ人の不快感を和らげた訳ではな
い
15）
。
その一方で、ユダヤ系アメリカ人として最初の最高裁判事になったシオ
ニストのルイス・デンビッツ・ブランダイス（LouisDembitzBrandeis）は、
ゴットヘイルのように、ユダヤ人のナショナリズムについて、アメリカに
抱く忠誠心とユダヤ民族に抱く忠誠心は矛盾しないと断じた
16）
。
パレスチナへのユダヤ人の流れとアラブ人との衝突
パレスチナのユダヤ人共同体をイシューブ（theYishuv）という。パレ
スチナへ移住したユダヤ人から成るイシューブも、もともとパレスチナに
住んでいた貧しいユダヤ人から成るイシューブも、パレスチナを支配して
いたオスマン帝国当局は、オスマン帝国から分離して独立国を建設しよう
と目論んでいると疑った。そこで、オスマン帝国当局は、ユダヤ人の村か
ら防御用の武器を奪った。第一次世界大戦中、ヨーロッパは戦場になり、
ヨーロッパのユダヤ人は生き延びることだけで精一杯であった。そのため、
パレスチナのユダヤ人はアメリカに助力を求めた。アメリカの裕福なユダ
ヤ人は、募金をし、パレスチナへの緊急医療・食糧物資を届けた。戦時中、
ロシアや他の連合国のパスポート保持者は、オスマン帝国からは「敵性外
国人」と見なされた。そこで、ニューヨークの改革派ユダヤ教の指導者、
ヘンリー・モーゲンソー（HenryMorgenthau）が仲裁に入った。その結果、
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移住したユダヤ人はオスマン帝国臣民になるために１か月間の猶予を与え
られた。多くがそうしたが、オスマン帝国の臣民になること（Turkification）
よりも、追放を選ぶ人々もいた。あるいは、帰化費用 10 ドルを支払えな
い人々もいた。そこへブランダイスとアメリカのシオニストが介入した。
そして、危険にさらされていたユダヤ人を、イギリスの植民地となってい
たエジプトへ移送するための手配をした
17）
。
このような状況の中、バルフォア宣言（theBalfourDeclaration）が出さ
れた。これはイギリスの外相アーサー・ジェームズ・バルフォア（Arthur
JamesBalfour）が、財政家のライオネル・ウォールター・ロスチャイルド
（LionelWalterRothschild）に宛てた、1917 年 11 月２日付けの一通の書簡
である。その中で「ユダヤ民族のための郷土をパレスチナに建設するこ
と
18）
」をイギリス政府が好意的に考えている旨、記されている。
バルフォア宣言に盛られたユダヤ民族の郷土建設は、国際連盟の委任統
治という形でのイギリスによるパレスチナ統治によって、道筋が見えてき
た。しかし、パレスチナに住む 50 万人のアラブ人は、シオニズム運動に
よって広がるイシューブを歓迎した訳ではない。数千人のパレスチナ人が、
ユダヤ人の土地買収によって、住む場所を失うことになった。イギリスの
植民地となっていたエジプトでの反帝国主義運動などと相まって、パレス
チナにおけるアラブ人が反シオニズムのもとに結集した。アラブ人のナ
ショナリズムの目覚めは、南部ロシアとウクライナでのポグロムの勃発と
重なった。数万人のユダヤ人が海外に避難しなければいけなくなった。イ
シューブへのユダヤ人の新たな流入をユダヤ人は歓迎したが、アラブ人は
恐れ、憤った。1920 年 3 月と 1921 年 5 月には、アラブ人が、ユダヤ人居
住区と農場を襲撃し、ユダヤ人数十人が死傷した。イギリスは、ユダヤ民
族の郷土を建設すれば、中東のアラブ人とイギリス帝国内のイスラム教徒
を激怒させるということを認識するようになった。その結果、1922 年の
白書でウィンストン・チャーチル（WinstonChurchill）植民地相は、ユダ
ヤ人のパレスチナ流入制限を提案し、アラブ人には、パレスチナをユダヤ
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人国家にするつもりはないということを請け合った
19）
。
イギリス政府は 1939 年の白書で次のように述べた。「イギリス政府は、
バルフォア宣言が具現された委任統治の立案者たちは、パレスチナのアラ
ブ住民の意志に反して、パレスチナをユダヤ人国家に変えるということを
意図したはずがない、とイギリス政府は確信している
20）
」。アラブ住民がユ
ダヤ人国家建設に容易に同意するはずもなかった。
その一方で、ポーランドでは 1924 年には一連のポグロムによって、6
万 7,000 名のユダヤ人がパレスチナに難を逃れた。また、1938 年には、水
晶の夜（theKristallnacht）として知られているポグロムがドイツ、オース
トリア、ズデーテンランドで勃発していた。政府に支援されたこの狂暴な
行動で、約 100 名のユダヤ人が死亡し、数千人が負傷した。1,000 棟以上
のシナゴーグと 7,500 か所以上のユダヤ人の商店が破壊されるという惨事
が発生していたのである
21）
。
パレスチナ問題をめぐるアメリカとイギリスの動き
アメリカでは第一次世界大戦以後、国務省がユダヤ民族の郷土建設に巧
妙に反対してきた。また、1933 年に大統領に当選したフランクリン・デ
ラノ・ローズベルト（FranklinDelanoRoosevelt）は伝統的にリベラルな、
民主党のユダヤ人社会の支持を得ていたので、シオニストのロビー活動に
よる影響は受けなかった。さらに、ユダヤ人組織で非シオニストの筆頭で
あるAJC は、パレスチナ問題に中立の立場を放棄するようローズベルト
大統領に迫る動きに不快感を持っていた
22）
。
第二次世界大戦のヨーロッパでの戦いが終わると、強制収容所に収容さ
れていたユダヤ人の解放を巡って、アメリカのハリー・トルーマン大統領
（HarryTruman）は、10 万人のユダヤ人をパレスチナへ移住させようとし
た。シオニズム運動を発展させる方針をとったのである。それは戦時中、
強制収容所に入れられていたユダヤ人が、ナチス・ドイツが敗れると、難
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民になっていたからである。しかし、そのような移住には、アメリカ国内
では国務省が抵抗し、国際的にはイギリスとアラブ諸国の実現を阻もうと
していた。その経緯の説明を、トルーマンが、憲法の規定によって副大統
領から大統領に昇任する少し前から始めたい。
1945 年２月 11 日、クリミア半島のヤルタで、スターリン、チャーチル
との 8日間にわたる会談を終えたローズベルト大統領は、5時間半かけて
エジプトに飛び、スエズ運河の一部となっているグレートビター湖（Great
BitterLake）の巡洋艦クインシー号（theQuincy）に向かった。２月 14 日、
艦上にて、ローズベルトはサウジアラビアのイブン・サウド国王（King
IbnSaud）と会談した。ローズベルトは、ユダヤ人難民問題に関して国王
から譲歩を引き出そうとしていた。しかし、国王によれば、ユダヤ人にア
ラブ人の土地を与えるくらいなら、アラブ人は死んでしまう。アラブ人と
ユダヤ人はパレスチナにおいても、他の国においても、協力はできない。
また、ヨーロッパのユダヤ人に対し、アラブ人は何も悪いことはしていな
い。ドイツ人がユダヤ人の救援費用を支出すべきである。これらの点に関
し、イブン・サウドはアメリカの支援を期待していた。大統領は国王の期
待を請け合った
23）
。
ローズベルトは、イブン・サウドに宛てた 1945 年 4 月 5 日付の書簡で
次のように述べた。「陛下に思い起こして頂きたいのですが、これまで、
私は、パレスチナに対するアメリカ政府の態度をお伝えし、パレスチナの
基本的な状況に関しては、アラブ人とユダヤ人の十分な協議をせずに、い
かなる決定もされないというのが我々の希望であるということを明らかに
しました。……陛下に、もう一つ、疑いなく、思い起こして頂けると思い
ますが、我々の最近の会談において、私は、この国の行政府の長という資
格において、アラブの人々に敵対的になりうるような行動はとらないと約
束しました
24）
」。この書簡に記された日付の１週間後、ローズベルトは、
ジョージア州の保養地ウォーム・スプリングスで脳出血を起こし、帰らぬ
人となった。
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大統領に昇任したトルーマンは、自分の前任者とイブン・サウド国王と
の会談の含意とアメリカ外交への意味を熟考している間に、「ハリソン報
告書」を入手した。当時ペンシルベニア大学ロースクール学部長であった
アール・ハリソン（EarlHarrison）は、戦後のヨーロッパでユダヤ人が置
かれている状況の調査をトルーマン大統領から委任されていた。1945 年 8
月 3 日付で予備報告をトルーマン大統領に提出したのである。ハリソン報
告書と呼ばれるこの報告書が、アメリカのユダヤ人難民に対する政策の基
本となった
25）
。
その報告書の中でハリソンは次の点を強調した。ほとんどのユダヤ人が
できるだけ早く、ドイツやオーストリアを出てパレスチナ行きを希望して
いる。また、1945 年 8 月にはパレスチナへの移民証明書は発行規定数上
限に達するので、パレスチナのユダヤ機関（theJewishAgency）は、さら
に 10 万人の移民証明書が入手できるようイギリス政府に請願したという
点である
26）
。ユダヤ機関とはパレスチナへのユダヤ人の移民を手助けしよう
とした組織である。また、移民証明書をイギリスに求めたのは、当時パレ
スチナはイギリスの委任統治下にあったからである。
ハリソン報告書は 1945 年 9 月 30 日に報道機関に発表された
27）
。イギリス
のクレメント・アトリー（ClementAttlee）首相とアーネスト・べビン
（ErnestBevin）外相はアメリカの世論に大きな関心を寄せていた。経済立
て直しのためにアメリカに多額の借款を求めていたイギリスは、ユダヤ人
難民問題について調査するための英米調査合同委員会の設置を提案した。
この合同委員会は、10 万人のユダヤ人難民にパレスチナへの移民ビザを
至急入手できるようにすることについて合意に達した。1946 年 5 月１日、
合同委員会報告書が公開された。10 万人のユダヤ人をパレレスチナへ送
るというトルーマン政権の要請が、全会一致で承認されたことをトルーマ
ンは喜んだ。しかし、アトリーは 10 万人をパレスチナに送る案には反対
を表明した。10 万人の移民がパレスチナに入る前に、大きな混乱が予測
されたし、これらの人々の移送に関わる費用をすべてイギリスが負担する
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ことにアトリーは不満だったからである。パレスチナのユダヤ人はアト
リーの反応に落胆した。のちにイスラエル国防軍（IsraelDefenseForce,以
下 IDF と略記する）となる、ユダヤ人の地下民兵組織ハガナー（Haganah）
は 6 月 19 日、パレスチナの 8つの橋を破壊し、交通を麻痺させた。イル
グン（theIrgun）と呼ばれる武装組織は、5名のイギリス人将校を誘拐し、
人質にした。イギリスは強硬策に出て、ヤグーア（Yagur）などの都市を
破壊した
28）
。
そのような中で、7月にはモリソン=グラディ案が提案された。モリソ
ンとはイギリスのハーバート・Ｓ・モリソン（HerbertS.Morrison）副首
相である。グラディとは、ヘンリー・Ｆ・グラディ（HenryF.Grady）元
国務長官補佐である。この案は、パレスチナをアラブ人自治区とユダヤ人
自治区に分割し、イギリスが中央政府として統治するというものであった。
しかしアメリカのシオニストにはこの案は了解しがたかった。ユダヤ人自
治区の狭さがその理由の１つであった。そこで、パレスチナをユダヤ人国
家とアラブ人国家に分割する案がシオニスト側から出てきた
29）
。この案に基
づいて、ユダヤ人国家が樹立されて現在に至るが、アラブ人国家の樹立は
実現していない。なお、2011 年 9 月、国連総会において、アラブ人国家
としてパレスチナが国連加盟を申請した（後述）。
1947 年 4 月２日、イギリスは泥沼化したパレスチナ問題を解決できな
いことを認め、パレスチナ問題を国連総会の議題にするよう公式に要請し
た。4月 28 日、緊急総会が開かれ、アメリカの提案により、パレスチナ
情勢を調査するために委員会が設置された。委員は中立国からの代表に
よって構成され、多数決方式が採用されることになった。この委員会はパ
レスチナに関する国連特別委員会（theUnitedNationsSpecialCommittee
onPalestine,以下 UNSCOP と略記する）と名付けられた。UNSCOP は 9 月
１日までに総会に提案を提出することになった。アラブ人は、UNSCOP
への参加を拒否した。ユダヤ機関のダビッド・ベングリオン（DavidBen-
Grion）は、パレスチナ全土をユダヤ人国家にすることは不可能であるから、
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適切な状況での分割案受け入れを公にした。UNSCOPは 8 月 31 日に２つ
の案を提示した。多数案はアラブ国家とユダヤ国家を創り、２年間の移行
期間を経て、独立国家になるというものであった。移行期間は、国連が信
託統治のもとで委任統治領を管理するというものであった。この案では、
15 万人の移民のパレスチナ流入が認められた。エルサレムは国際区域と
する。少数案は、3年以内に連邦国家を創り、アラブ国家とユダヤ国家は
州となり、エルサレムを共通の首都とするもであった。多数派７、少数派
3、棄権１という結果であった。この提案は国連総会にかけられ、11 月 29
日、総会の最終投票結果が、トリグブ・リー（TrygveLie）初代国連事務
総長によって発表された。分割案賛成が 33、反対 13、棄権 11 で可決され
た。一方、アメリカ国務省では、分割案を中止させ、何らかの信託統治に
するための計画を練っていたが、結局、うまくいかなかった。ユダヤ人の
独立国家樹立を望んでいたトルーマンは、のちに国務省の動きを知り、驚
くことになる
30）
。
信託統治へ持ち込もうとするアメリカ国務省の動きにもかかわらず、イ
ギリスは委任統治を放棄してパレスチナから撤退することになった。イギ
リス軍が撤退すれば、ユダヤ国家に隣接するアラブ諸国が攻撃を始めよう
としていた。それに備えて、ハガナーは懸命に武器を集めた。1948 年 4
月１日、武器を積んだチェコスロバキアからの最初の飛行機が着陸した。
武器は着々と到着し始めた。同年 5月 14 日はイギリスの委任統治終了日
であった。同日午後 4時、ユダヤ機関の指導者たちがテルアビブ美術館に
集合し、その日の夜 12 時にイスラエル樹立を宣言した。ワシントンでの
時間は午後 6時である。イスラエル承認の要請がアメリカに届くと、ト
ルーマンは 5月 14 日午後 6時 11 分に承認を発表した。承認したのはアメ
リカが一番であった。翌 15 日夜が明けると、エジプトの航空機がテルア
ビブを爆撃したのに次いで、アラブ諸国 5か国（レバノン、シリア、トラン
スヨルダン、イラク、エジプト）がイスラエルへの攻撃を開始した
31）
。この戦
争はイスラエルでは独立戦争と呼ばれている。その結果は、イスラエルが
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勝利を収め、国連が割り当てた土地よりも約 30％多い地域がイスラエル
の領土となった。これが第一次次中東戦争である。
シナイ戦争後の衝突
以下、六日間戦争（第三次中東戦争）に至るまでの概略と六日間戦争の
経過を、マイケル・Ｂ・オレン（MichaelB.Oren）の『六日間の戦争―
1967 年 6 月と現代の中東の形成』（Six Days of War: June 1967 and the 
Making of Modern Middle East）を参照しながら述べていきたい。オレンは
次のように述べている。「私の目的は、その戦争において、いずれか一方
の正当性を証明したり、この戦争を始めた側を非難したりすることではな
い。この戦争ほどの非常に大きな影響力を持つ出来事がどのようにして起
きたのかを理解したいのである。……1967 年の事例を用いて、私が探っ
てみたいのは、国際的危機の一般的な性質、および人間と人間との相互作
用によって、まったく予測せぬ、意図しなかった結果が生み出される過程
である
32）
」。
第一次中東戦争の結果、ヨルダン川西岸地区をトランスヨルダン（のち
ヨルダンに国名を変更）が併合し、ガザ地区をエジプトが占領した。その
ため、国連のパレスチナ分割案で示された、パレスチナにおけるアラブ人
国家建設はできなくなったのである。1952 年の革命を経たエジプトでは、
革命の指導者間の争いが原因で再度、政変が起き、1954 年ガマル・アブ
ダル・ナセル（GamalAbdelNasser）が実権を握った。その年、イスラエ
ルを建国以来支持してきたソ連が、アラブ側を支援するようになった。
1954 年は中東の分水嶺の年である
33）
。
アラブ人はユダヤ人国家の存在自体に嫌悪感を持った。アラブ人とユダ
ヤ人の衝突は、1949 年の休戦協定以降も続いた。1953 年にはヨルダン川
西岸のキビヤ（Qibya）という町で、イスラエルのエリアル・シャロン
（ArielSharon）に率いられた特殊部隊が数十軒の家屋を爆破し、69 名の民
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間人を殺害した。逆に、1954 年、スエズ運河に入ったイスラエル船舶バッ
ト・ガリム号（theBat Galim）をエジプト当局が捕捉した。次いで、イギ
リスのスエズ運河からの撤退を阻むために、イスラエルの工作員がエジプ
トで公共施設を破壊して混乱を引き起こした。この事件で 11 人のエジプ
ト人とユダヤ人が逮捕され、反逆罪で起訴された。ナセルは反イスラエル
的態度を一層強め、パレスチナゲリラの活動支持を強めた。そして、起訴
された放火犯の２名が絞首刑にされた。バット・ガリム号の返還もなかっ
た。このような事態の中で、ベングリオンは報復措置として、1955 年ガ
ザ地区を襲撃した。この襲撃でエジプト兵は 51 名が死亡し、イスラエル
兵は 8名が死亡した。ベングリオンは 1956 年春には、エジプトとの問題
を戦争で解決しようとしていた一方、エジプトはスエズ運河の将来につい
てイギリス、フランスと交渉をしていたが、1956 年 7 月 26 日に、一方的
にスエズ運河の国有化を断行した。このような中で 10 月 24 日、イギリス、
フランス、イスラエルとの間で極秘協定が結ばれた。その内容はこうだっ
た。イスラエルがスエズ運河に攻撃をしかけるふりをする。それを口実に
イギリスとフランスがスエズ運河を占領する。その見返りにイスラエルは、
シナイ半島におけるエジプト軍を攻撃し、チラン海峡を開放するときに、
イギリスとフランスの空軍・海軍の援護をイスラエルが受けるというもの
であった。イスラエルの落下傘部隊が、10 月 29 日午後、スエズ運河の東
24 マイルのところへ降下した。イスラエルではシナイ戦争と呼ばれてい
る第二次中東戦争が始まったのである。イギリスとフランスは、スエズ運
河の 4分の 3を占領するという軍事的な成功を収めたが、アメリカとソ連
からの圧力で撤退せざるをえなかった。イスラエルはシナイ半島とガザ地
区およびチラン海峡を占領していたが撤退を余儀なくされた
34）
。
シナイ戦争終了後も六日間戦争まで大きな戦役はなかったが、死傷者を
出す衝突は続いた。イスラエルは北の国境線に沿って非武装地帯を耕作し
ようとしたのでシリア軍がトラクターに向けて砲撃をした。それに対し、
IDF が、イスラエル軍を見下ろしているゴラン高原の陣地に向かって砲
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撃をした。1966 年には 11 回にわたる連続ゲリラ攻撃で、イスラエル側は
11 名が死亡し、12 名が負傷した。攻撃に加わったゲリラは、ほとんどが
ヨルダンを基地としているゲリラであった。同年の 11 月には、ヨルダン
川西岸にある都市ヘブロンで、イスラエルの準軍事組織の警察車両が地雷
で爆破、警察官 3名が死亡し、１名が負傷するという事件があった。この
ような状況の中でイスラエルは大規模な報復を決定した。その目的は、反
イスラエルのアルファタハのゲリラを支援し、宿舎を提供した、ヘブロン
地区にあるパレスチナの村々を懲らしめることであった。そうすれば、ヨ
ルダンのフセイン国王はアルファタハのゲリラを厳しく取り締まるだろう
というのがイスラエルの想定であった。戦車 10 台、半装軌車 40 台、兵士
400 名というシナイ戦争以来の規模の軍隊でヨルダン川西岸地区の国境を
越えた。IDFの援護のもと、イスラエル軍の縦隊はヘブロンの南西 10 マ
イルのルジムアルマドファ（Rujmal-Madfa）まで行軍し、その地の警察署
を破壊した。次の目標は人口 5,000 人の村サム（Samu）であった。そこは
テロリストの主要な中間準備地域だと見なされていた。住民を立ち退かせ
た後、土木工兵が、村の内外の多数の家屋にダイナマイトを仕掛けて爆破
した。イスラエルの予期せぬ展開となった。ヨルダン川西岸のパレスチナ
人はフセイン国王による保護をもとめるのではなく、国王打倒を要求し、
大規模な暴動が起きたのである。1966 年 12 月 15 日、アラブ連盟防衛評
議会（theArabLeagueDefenseCouncil）の会合が開かれた。反ヨルダンの
雰囲気の中で、ヨルダン代表はパレスチナ人を守れなかったという理由で
非難された。シリアとエジプトの代表はイラクとサウジアラビアの軍隊が
ヨルダン川西岸に入るのを許されていたならば、サムでの惨事は起こらな
かっただろうと主張した。アラブの指導者たちの間では安全保障に関する
協調はほとんど崩壊していたのである
35）
。ここまで述べたことからイスラエ
ルとエジプトとの関係は次第に緊張が高まり、これが六日間戦争という大
きな戦争に至ることになる。が、アラブ諸国は一致団結していた訳ではな
く、むしろ対立していた。それが、六日間戦争のときには、敵対していた
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アラブ諸国が団結してイスラエルと戦うことになった。六日間戦争に発展
する直接的なきっかけになったのは、ソ連からの情報であった。結果的に
は正確な情報ではなかった。むしろ、偽情報あるいは誤報であったという
のが正しい。
ソ連情報で始まった急展開
エジプトの国務大臣としてナセル大統領を支えていたアンワール・サダ
ト（AnwarSadat）は 1967 年 4 月 29 日、モンゴルと北朝鮮の政治家への
儀礼的な訪問を行うことになっていた。その途上、モスクワを経由してソ
連指導部と会談した。その際、ソ連の指導者たちはサダトに次のことを伝
えた。イスラエルがシリアに侵攻してバース党を打倒しようとしているこ
と。ソ連政府がイスラエル大使に厳しい忠告を与えたにもかかわらず、10
から 12 の旅団がシリアとの境界に集結していること。5月 16 日から 22
日の間に侵攻する準備をしていること。その情報の裏付けは、独立記念日
の軍事パレードに戦車と大砲が欠けていることだとした。武器は北に運ば
れているとソ連指導部は警告した
36）
。
このような情報に基づいて、エジプトはイスラエルとの境界に兵員を配
し、武器を配備していくが、ナセルが当初から戦争を望んでいたかは定か
ではない。一方、イスラエルは、エジプトが戦争の体制を整えていくにつ
れて、自国を存続させるための戦いをせざるをえない状況に追い詰められ
ていった。先制攻撃をすれば、国際社会の非難を浴び、イスラエルはアメ
リカから、またエジプトはソ連からの援助は受けにくい。しかし、先に攻
撃しなければ、いずれの国も、使って戦うべき武器がなくなってしまう。
とりわけ、イスラエル側にその傾向が顕著であった。そのためイスラエル
は、戦争をするのであれば、エジプトの空軍力を最初に無力化することが
できるか否かが戦いの勝敗を分けると考えた。国が亡びるかもしれないと
いう切迫した状況のもとで、イスラエルのレビ・エシュコル（Levi
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Eshkol）政権内では、武力衝突を回避しようとする緊迫したやりとりがぎ
りぎりまで行われた。
危機に至る道
エジプトはまず、イスラエルとの境界近くの、ガザ地区を含むエジプト
領内にある 41 か所の監視所にいる国際連合緊急軍（UnitedNations
EmergencyForce,以下 UNEFと略記する）の撤退をウ・タント（UThant）
国連事務総長に求めた。撤退を要求する権利はエジプトにあったため
UNEF は撤退した。有事の際に、UNEF を巻き込む可能性はなくなった。
UNEF はインド兵、カナダ兵、ユーゴスラビア兵、スウェーデン兵、ブ
ラジル兵、ノルウェー兵から成っていた。5月 17 日午後、エジプト空軍
の２機のミグ 21 によってイスラエル南部のディモナ（Dimona）の原子炉
の偵察飛行がはじめて行われた。さらに、エジプトはチラン海峡を封鎖し
た。チラン海峡は、シナイ半島先端部とアラビア半島北西部との間にあり、
アカバ湾と紅海との境にある海峡である。これはイスラエルの船による物
資輸送ができなくなったことを意味した。また、5月 25 日、エジプトの
精鋭部隊である第４師団と軍事介入していたイェメンからの４旅団がシナ
イ半島に向かうという事態に、エジプトの攻撃は数時間のうちに起こるだ
ろうと IDFの諜報部門の責任者アーロン・ヤリフ（AharonYariv）将軍は
確信した
37）
。
一方、5月 25 日午前にニューヨークのケネディ空港に到着したイスラ
エルのアッバ・エバン（AbbaEban）外相は、宿泊先のホテルで、アブラ
ハム・ハーマン（AvrahamHarman）駐米イスラエル大使からエシュコル
首相の署名のある伝言を受け取った。その中でシナイ半島にエジプト軍が
6師団入り、アカバ湾にはミサイル艇が入ったこと、イエメンから機甲部
隊の旅団が移動したことを知らせた。5月 26 日夕方、ホワイトハウスで
リンドン・ジョンソン（LyndonJohnson）大統領らと会談をしたエバン外
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相はアメリカの支援を求めていた。しかし、アメリカ側の立場は、ベトナ
ム戦争の泥沼に陥っているときに、もう一つの戦争をすることはできな
かったし、ソ連の牽制もあった。その結果、ジョンソン大統領は、アメリ
カの情報機関から得た結論だとして、エジプトは攻撃する意図はないし、
万一、そうだとしても勝つのはイスラエルだと言った。さらにジョンソン
は「イスラエルは、自力で物事をすると決めなければ、孤立はしない」と
いう部分を、エバンに 3回繰り返して伝えたという
38）
。
エジプトは先制攻撃をするつもりでいた。が、事前にそれがイスラエル
に漏れていることが分かり、直前に作戦は中止になった。次のような事情
で漏洩が発覚した。ドミトリー・ポジダエフ（DmitriPojidaev）駐エジプ
ト・ソ連大使がナセル大統領に、アレクセイ・コスイギン（Alexei
Kosygin）首相からの電文を読み上げた。「１時間前、ジョンソン大統領が
私に伝えたところでは、エジプト軍がイスラエルの陣地を攻撃する準備を
整えており、この攻撃は今にも開始されようとしている。そのようなこと
が起これば、自制を働かせるという、ソ連への誓約にアメリカは拘束され
ないと考えるだろう」。大使はエジプトがわずか数時間の内に軍事作戦を
開始することは知らなかった。ナセルにとって、電文の核心は、エジプト
の機密をイスラエルが入手し、それを暴露したことであった。ナセルは最
高司令部に急ぎ、アブデル・ハキム・アメル（AbdelHakimAmer）陸軍
元帥に、先制攻撃をやめる決定をした旨伝えた。ナセルは、ソ連の立場が
決まらない中で、アメリカの介入と世界の世論を恐れていたのである。攻
撃中止の命令が下った。一方、チラン海峡封鎖以降、IDF の諜報部門が
予測していたのは、原子炉のあるデモナとイスラエルの飛行場への奇襲攻
撃、ミサイルの猛襲、毒ガス、初期の放射能爆弾であった。このような状
況の中で、イスラエルは世界中のユダヤ人からの同情を得ていた。イスラ
エルが受け入れることができる以上の志願兵が到着した。予測を超える寄
付も集まった。ニューヨークとロンドンでは大規模なデモが行われ、募金
運動が世界中で展開された。ユダヤ人以外からも多額の寄付が集まった
39）
。
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1967 年 6 月 1 日、イスラエル側は戦争に向けてさらに一歩踏み出した。
モーシェ・ダヤン（MosheDayan）の国防相就任である。ダヤンは独立戦
争とシナイ戦争でも指揮官として功績を残していた。先制攻撃は避けるべ
きだとする主張があったエシュコル政権の中で、先制攻撃を決定する主導
的な役割を果たすことになる。6月 4日朝の閣議では最初にエバン外相が
外交の分析をした。エバンは「イスラエルは、自力で物事をすると決めな
ければ、孤立はしない」というジョンソン大統領の結論に触れた。ヤリフ
将軍は、イスラエルの包囲状況を説明し、一刻も早く攻撃が必要であると
して、閣僚の説得にあたった。次いでダヤン国防相が、アラブ人の戦力が
今より強力にならないうちに、攻撃する必要性を強調した。エシュコル首
相も攻撃を是認した。反対する閣僚もいたが、最後の票決では、開戦賛成
が 12 名、反対が２名であった。翌日、作戦が始まることになった。作戦
の時間はダヤン国防相とイツハク・ラビン（YitzhakRabin）参謀総長に委
ねられた。国防相と参謀総長はイラク軍のヨルダン入りとエジプトの特殊
部隊がヨルダン川西岸を渡る前に、攻撃を開始したかった。攻撃開始時刻
は、1967 年 6 月 5 日、午前 7時から 7時半の間ということになった
40）
。
一方、エジプトでは軍の計画機関の報告書で、エジプトはシナイ半島で
の戦闘を支えるためには少なくともあと 6か月必要だということが指摘さ
れていた。ダヤンはシリアとヨルダンの動きが勝敗に影響すると見ていた。
一挙に複数の前線を抱えることはイスラエルにとって極めて不利になるか
らであった。分裂傾向のあるアラブ諸国は、対イスラエルで結束した。数
日前までエジプトを宿敵と見なしていたモロッコ、リビア、サウジアラビ
ア、チュニジアの軍隊がシナイ半島に集結した。シリアもヨルダンでイラ
ク軍とともに戦うための 1旅団を送ることに同意した。一方、イスラエル
側では、攻撃されなければ、ヨルダンとシリアを攻撃しない方針でいた。
陸上での戦いの開始前にエジプト空軍を全滅させるというのがイスラエル
の作戦であった
41）
。
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六日間戦争
中東の歴史で最大の攻勢が始まろうとしていた。兵員 27 万 5,000 名、
1,100 両の戦車、イスラエル空軍の 200 機の戦闘機は準備を完了していた。
1967 年 6 月 5 日、午前 7時 10 分、1950 年代にフランスで製造されたフー
ガ・マジステール（FougaMagister）を改造しミサイルを装備したジェッ
ト訓練機 16 機がハゾル（Hatzor）空軍基地を飛び立った。フォーカス
（Focus）作戦が開始されたのである。16 機はミステール（Mystere）戦闘
機とミラージュ（Mirage）戦闘機の周波数を発して、通常のパトロール飛
行をした。4分後、本物の戦闘機であるウーラガン（Ouragan）戦闘機が
ハゾル（Hatzor）空軍基地を飛び立った。5 分後、ラマート・ダビッド
（RamatDavid）空軍基地からはミラージュ戦闘機飛行中隊が、ハツリム
（Hatzerim）空軍基地からは 15 機の２基エンジンのバトゥール（Vatour）
戦闘機が飛び立った。7 時 30 分には 200 機近い航空機が飛行していた。
エジプトにある 82 か所のレーダー基地に探知されないように、高度わず
か 15 メートルのところを飛んだ。ほとんどの飛行機は、はじめ西方向の
地中海に向かってから、エジプト方向に針路を変えた。この時間帯にエジ
プト機はほとんどが地上にあって、パイロットは朝食を食べていた。イス
ラエルの攻撃は夜明けに始まるものとの想定があったのだ。ミグ戦闘機は
日の出の偵察を終え、8時 15 分（イスラエル時間では 7時 15 分）には基地
に戻っていたのである。しかし、この時間にアルマザ（al-Maza）空軍基
地から２機のイリューシン（Ilyushin）輸送機が飛び立とうとしていた。
ビア・アルタマダ（Biral-Thamada）基地に向かう１機にはアメリ陸軍元
帥とシドキ・マフムッド（SidqiMahmud）空軍司令官が搭乗していた。ア
ブスウェアー（AbuSuweir）空軍基地に向かっていたもう１機には、フサ
イン・アリシャフィ（Husaynal-Shafi）国内諜報機関長、イラク首相、ソ
連の上級顧問が搭乗していた。陸軍司令官のほとんどは２機の飛行機に
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乗っているか、あるいはその着陸を待っていたのである。エジプトの地対
空砲台と 27 か所の地対空ミサイル基地に対し、アメル陸軍元帥が発射を
禁止していた。敵機と間違えて撃墜されるのを恐れたからであった。また、
8時 15 分にヨルダンのレーダーが探知したイスラエル機の機影の密度は
戦争を示唆していた。それはアンマンでヨルダン・エジプト軍を指揮して
いたエジプトのアブダ・リヤド（AbdulRiyad）将軍に伝えられた。その
情報はカイロのシャムズ・バドラン（ShamsBadran）国防相に伝えられた。
が、暗号で送られたこの情報は解読されることはなかった。エジプトでは
暗号解読の周波数をその前日に変えていたが、ヨルダンではその更新をし
ていなかったからである。しかも暗号解読の責任者は不在であった。この
ような時間がイスラエルの攻撃に利することになった
42）
。
攻撃の優先順位は、滑走路の破壊、イスラエルの都市を脅かす長距離爆
撃機の爆撃、ミグ戦闘機の破壊、最後にミサイル、レーダー、支援施設の
順であった。イスラエルの作戦では一回の出撃に 7 分から 10 分費やし、
20 分で帰還飛行、8分で燃料補給をし、パイロットは 10 分休憩し、１時
間以内に飛行機は再度飛び立つということになっていた。エジプトの基地
は間断なく攻撃にさらされることになる。攻撃の第一波の終わる午前 8時
（イスラエル時間）には、カイロの西、ファイドおよびアブスウェアー空軍
基地には平均 25 回の出撃が行われた。シナイ半島の飛行場 4か所、エジ
プトの飛行場２か所が完全に破壊された。シナイ半島のエジプト軍とカイ
ロにある最高司令部をつなぐ通信ケーブルも切断された。30 分を少し超
える間に、エジプト空軍は 204 機の航空機を失ってしまった。それはエジ
プト空軍機の約半数にあたる。しかも 9機を除き、すべて地上で破壊され
たのであった。一方、エジプトでは事実とは異なる情報が流された。エジ
プト空軍の活躍の知らせであった。エジプトには開戦前から戦勝気分が
漂っていたのである。が、攻撃の第二波が最も激しくなった午前 10 時に
は、161 機のイスラエル機を撃墜したという知らせに、ナセル大統領は疑
念を持ち始めた。午前 11 時に最高司令部に入ったナセルは、ポジダエフ
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駐エジプトソ連大使からエジプトの惨事を聞かされることになった。しか
し、エジプトのラジオは相変わらず、航空機やミサイルがイスラエルの町
や村を攻撃していると流していた。午前 8時前後には、ダヤン国防相の指
令で地上戦が開始された。一方、第二波の戦闘機による攻撃で、イスラエ
ル空軍はわずか 100 分少しの時間で 164 回の出撃を行い、さらに 107 機の
敵機を破壊した。イスラエル機も 9機を失われた。420 機のエジプト空軍
の戦闘機のうち 286 機が破壊されたのであった。17 空軍基地 13 か所、23
か所のレーダー基地と地対空砲台が使用不可能になった
43）
。
ヨルダンのフセイン（Hussein）国王は、ナセル大統領から短い電話を
受けた。イスラエルの莫大な損失と飛行場の破壊についてのアメル陸軍元
帥の主張をナセルが確認したというのである。その上で、国連の停戦決議
に先んじて、できるだけ多くの土地を急いで手に入れるように促したので
あった。フセインにとっては政治的にアラブ諸国の一員として戦うしかな
かった。ナセルからの電話のあとフセインは午前 9時 30 分、ヨルダンが
イスラエルから攻撃を受けたので報復する旨、ラジオで国民に伝えた。ヨ
ルダンからのイスラエル空爆は午前 10 時には始まっていた。ダヤン国防
相は南部が確保されるまで、二つ目の前線は開きたくなかった。しかし、
ヨルダンの攻撃はアラブ諸国の一員であるということを示す以上の攻撃で
あった。そのためダヤンは攻撃命令を発した。午後 12 時 30 分前に、マフ
ラーク（Mafraq）およびアンマン（Amman）空軍基地を電撃攻撃した。
両基地の滑走路には穴が開き、管制塔は破壊された。燃料を補給して地上
にいたホーカー（Hawker）戦闘機は破壊された。午後１時 10 分の攻撃第
二波では、20 機のホーカー戦闘機すべてを破壊した。イスラエルは中東
の空を制したが、戦いの行方は未定の状態であった
44）
。
シナイ半島では午後 10 時、6 大隊が 105 ミリ砲と 155 ミリ砲でイスラ
エルの軍事史上最も激しい弾幕砲火射撃を行った。20 分足らずで 6,000 発
の砲弾がウム・カテフ（UmQatef）に向けて発射された。ダヤンはガザ地
区に入るのを禁じた。しかし、ガザ地区のパレスチナ人の陣地から攻撃を
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受けると、ラビン参謀総長はダヤン国防相の指令に反して、ガザ地区に侵
攻を命じた。一方、ナセル大統領とアメル陸軍元帥はアメリカとイギリス
が介入したとの主張をした。エジプトの不名誉を最小限にするとともに、
ソ連の介入を誘おうとしたのである。周辺アラブ諸国には噂として、エジ
プト空軍の壊滅的被害が伝わっていった。その一方で、偽情報もアラブ諸
国に拡散し、イギリスの爆撃機の参戦やアメリカの空母がイスラエル沖で
作戦を展開しているなどという情報も流れた。ダヤンは、IDF の成果に
関して報道規制が必要であると強く主張した。国際的な介入をできるだけ
遅らせるためであった
45）
。
戦闘 2日目の 6月 6日、国連の安全保障理事会でソ連は、イスラエルの
即時無条件撤退ではなく、単に撤退ということで了解した。アメリカもそ
れを歓迎した。イスラエルのアッバ・エバン外相が停戦を受け入れ、午後
4時 30 分に、決議が安全保障理事会を通過した。停戦発効はその日の夕
方グリニッジ時間で午後 10 時とされた。しかし、エジプトの国連大使モ
ハマッド・エル・コニー（MohammadElKony）は、イスラエル軍の無条
件撤退のみ受け入れる構えであった。しかも、アメリカとイギリスを、侵
略者と共謀しているとして糾弾した。これはのち、コスイギン外相が、ア
メリカとイギリスが協力した証拠はないということを明言した。翌日もエ
ル・コニーは停戦決議を拒んだ。実は彼のもとには、エジプトの熱狂的な
勝利の情報しか届いていなかったのである。そのような情報しか流さな
かったのはエジプトのマフモウド・リアド（MahmoudRiad）外相であった。
停戦決議が行き詰まった。このようなエジプトの対応は、イスラエルのラ
ビン参謀総長にとってはナセル大統領が敵ではなく味方として行動をとり
始めたと思わせた。停戦決議への合意が得られない間、戦争は続き、その
間に優勢なイスラエルはより多くの土地を攻略できるからであった
46）
。
ナセル大統領は、エジプト空軍が壊滅し、陸軍は退却しているというこ
とをフセイン国王に対して認めた。フセインはすでにそれを知っていたの
である。エジプトへの影響を考えることなく、ヨルダン軍がヨルダン川東
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岸に退却する許しが出たのである。ヨルダン川西岸とエルサレムを代償に
してフセインは、ヨルダンを統治する正当性を手にしたのである。国連で
ソ連とアメリカが合意した停戦案（上述）にヨルダンも合意した。しかし、
いったん撤退を命じたフセインは、自軍がまだ戦えるという報告を戦場の
司令官から受け、撤退命令から２時間もたたないうちに、それを撤回し、
ヨルダン軍にヨルダン川を再度渡らせ、西岸に戻したのである。フセイン
が考えていたのは、ジェリコ、それにヨルダン川に架かっている橋への進
入路を 24 時間守り切れば、ヨルダン川西岸とエルサレム旧市街を失わな
くてもよいと考えたのである。フセインはその決定をナセルに知らせた。
しかし、フセインの見通しは希望的観測に過ぎなかった。イスラエルの勢
いは防ぎようがなかった。ヨルダン軍は敗走した。西岸を失ったヨルダン
は東岸の死守を余儀なくされたのであった
47）
。
一方、エジプトが戦闘継続困難になっていることをエジプトの国連大使
エル・コニーに伝えられる時がきた。他の国連大使から伝えられていたエ
ジプト軍崩壊の知らせは、悪意があり、不正確なものだとして信用できな
いとエル・コニーに伝えてきたリアド外相が、6月 8日午前 9時にニュー
ヨークに電話をして真実を語った。イスラエルの策略を疑ったエル・コ
ニーはナセルの事務局に電話をした。電話の向こうの大統領は、停戦決議
の受け入れを指示した。その日に午後 9時 35 分、悲嘆にくれて人目もは
ばからず、泣きながらエル・コニーは、安保理会議場へ行き、相手が停戦
すれば自国も停戦するというエジプト政府の指示を伝えた。6月 9日にイ
スラエルはシナイ半島攻略を完遂していた。スエズ湾の東側全域がイスラ
エルの手に落ちたのである。その日にエジプトの指導者たちは何をしたか。
アメルの自殺未遂の報告にナセルは最高司令部に急いだ。酩酊した陸軍元
帥は陰謀だと怒鳴っていた。カイロ・ラジオが停戦決議に従って前線は静
寂であることを伝えた後、午後 6時 30 分、ナセルは生放送で大統領辞任
を発表し、後継者としてザッカリア・モヒディン（ZakariaMohieddin）副
大統領の名を挙げた。それを聞いた民衆がカイロの通りに繰り出し、ナセ
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ル辞任撤回を求めた。それはカイロだけではなかった。アレキサンドリア
でも、また中東各地の都市でも起こった。ナセルは陸軍元帥はじめ、ほと
んどの参謀の辞任を受け入れた。そして、自らの辞任を撤回したのである
48）
。
戦争の最後の日 6月 10 日午前 8時 30 分、強烈な爆発でゴラン高原が揺
れた。シリア軍がバンカーを爆破し、書類を燃やし、大挙して撤退してい
たのである。シリアとイスラエルの戦いに関し、安保理においては、停戦
に加えて、1949 年の停戦ラインまで戻るようニコライ・フェデレンコ
（NikolaiFederenko）ソ連国連代表が強く主張していたため、停戦決議が遅
れていた。それはイスラエルを利した。ニューヨークではシリアの要請で
午前 4時 30 分に安保理が再召集された。その中でイスラエルは、クネイ
トラ（Quneitra）を攻略した後、シリアの首都ダマスカスを攻撃目標とし
ているかどうかが争点になった。クネイトラ陥落直後に、イスラエルの飛
行機がダマスカスを爆撃したと報じられた。ソ連はイスラエルの「大量殺
戮」を非難した。ジョンソン大統領はコスイギン首相にイスラエルの抑制
を請け合った。コスイギン首相にもシリアの抑制を促した。が、イスラエ
ルのシリア攻撃をめぐり、ソ連はイスラエルと国交断絶をした。ゴラン高
原全域が陥落したと思い、イスラエルの核兵器使用の噂によって、約 4,000
名のシリア兵がヨルダンに避難し、約 3,000 名がレバノンに避難した。さ
らに、ゴラン高原からは 9万 5,000 人のシリア人の民間人が脱出した。ク
ネイトラは午後 12 時 30 分に陥落した。停戦は午後 6時に発効したが、北
部司令部はイスラエルの陣地を有利にするために、政府の指示を数時間無
視した
49）
。
132 時間にわたるこの戦争で、エジプトは１万～１万 5,000 人の人命を
失い、数千人が負傷した。さらに 5,000 名が行方不明のままであった。ヨ
ルダンでは 700 名の兵士が死亡した。負傷と行方不明が 6,000 名を超えた。
シリアで 450 名が死亡し、約 1,800 名が負傷した。イスラエル側は 800 名
が亡くなり、2,563 名が負傷した。17 万 5,000 人（イスラエルの推定）～ 25
万人（ヨルダンの推定）のパレスチナ人がヨルダン川西側からヨルダンに
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移住した。リビア、エジプト、シリアではユダヤ人が殺されたり、逮捕さ
れたりした。イスラエルは 42,000 平方マイルを征服し、面積は当初の 3.5
倍になった。ソ連とは国交が断絶した。アメリカの情報船リバティー号
（theLiberty）誤射事件はあったが、イスラエルはアメリカから確固たる敬
意を勝ち得たのであった
50）
。
おわりに
国際政治学者の藤原帰一は『朝日新聞』の「時事小言」で次のように述
べている。戦ってはならない戦争はあるが「同時に、武力に訴えることを
避けてはならない状況もあると考える。多大の犠牲を伴う以上、戦争以外
の手段を常に模索すべきことは言うまでもない。だが、多くの一般市民の
生命が現実に脅かされるとき、武力行使が必要となる状況もある
51）
」。マイ
ケル・オレンが『六日間戦争』で活写している六日間戦争直前にイスラエ
ルが直面していた状況は、「武力に訴えることを避けてはならない状況」
であったと言わざるをえない。
エジプトからの攻撃はないという当初の想定は、エジプト軍の配備とと
もに次第に崩れた。ナセル大統領すら当初は実際に戦争をするつもりはな
かったのかもしれない。エジプト軍をイスラエルとの境界に配備して威圧
するつもりが、結果的に、エジプトの先制攻撃決定に至った。しかし、そ
の情報がイスラエル側に漏れていたため、中止になり、結局のところ、イ
スラエルが、先制攻撃をしなければ、自国の存在が危うくなるという状況
のもと、エジプトの空軍基地の奇襲攻撃に踏み切った。イスラエルが攻撃
決定に至るまでの、神経の張りつめた緊迫した状況は、44 歳のラビン参
謀総長が刻一刻と変化する情勢の中で、9日目、5月 23 日の夜に倒れると
いう事態に象徴されているように思う。ラビンは 9日間ほとんど食事をせ
ずに、絶え間なくタバコを吸っていたと後に語っている。参謀総長の復帰
には 30 時間以上かかった。イスラエルでは 1967 年 6 月 4 日日曜日の朝８
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時 15 分に閣議が始まった。その閣議で行われた、開戦に踏み切るか否か
の票決の結果は、12 対２で開戦が決定された。開戦決定の草稿はダヤン
国防相が書いた
52）
。
首相、国防相、参謀総長、IDF の諜報部門の長官から軍事状況と外
交状況の報告を受けたあと、政府は、エジプト軍、シリア軍およびヨル
ダン軍が、多数の前線から、イスラエルの存在を脅かす攻撃をするため
に展開していると断定した。それゆえ、包囲からイスラエルを解放し、
アラブ連合部隊（theUnitedArabCommand）による差し迫った猛攻撃
を阻止する決定をした
53）
。
このようにして始まり、イスラエルの勝利に終わった六日間戦争はアメ
リカのユダヤ人に大きな影響を与えた。六日間戦争が終わって 4年になろ
うとする 1971 年 3 月『ニューズウィーク』誌は「今日のアメリカのユダ
ヤ人」（“TheAmericanJewToday”）という記事を載せた。その記事は
『ニューズウィーク』誌がギャラップ社に依頼して行った、全米のユダヤ
人を対象にした調査の結果に触れている。95 パーセントのアメリカのユ
ダヤ人が、アメリカが外交と軍備においてイスラエルを支援すべきだと答
えている
54）
。非シオニストの立場をとってきており、アメリカが 1947 年か
ら翌年にかけてパレスチナ分割案を後押しするようになったときに初めて
ユダヤ人国家建設にようやく折り合いをつけるようになった AJC は、
ローレンス・グロスマン（LawrenceGrossman）の言葉を使えば、六日間
戦争を機に「ほとんど一晩のうちにイスラエル国家の情熱的な擁護者に変
わった」のである
55）
。AJC の指導部、とりわけジェイコブ・ブラウスタイ
ン（JacobBlaustein）は自国民以外を代表して話すということを放棄すべ
きであると強く主張した。その結果は 1950 年のブラウスタイン =ベング
リオン合意である
56）
。1950 年 9 月 10 日の日付の「ブラウスタインによって
『歴史的意義のある文書』として歓迎された、イスラエルとアメリカ合衆
国と他の自由な民主主義国におけるユダヤ人の関係を明確にしたイスラエ
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ル首相の最初の公式宣言」という新聞発表用の資料にこう書いている。
〔ベングリオン〕 首相の声明が、とりわけ明確にしたのは次のことで
ある。イスラエルは自国の市民だけを代表して話し、他のどの国の市民
となっているユダヤ人の名において、代表したり、話したりすることを
考えることは決してない。またアメリカのユダヤ人は、共同体としても
またユダヤ人としても、イスラエルとの政治的結合はない。これが意味
するのは、アメリカのユダヤ人の忠誠は、アメリカ、つまりアメリカの
みであり、アメリカのユダヤ人に「二重忠誠」などといった考えや申し
立てを終わらせるということである
57）
。
このようなAJC のイスラエルに対する父
パ タ ー ナ リ ズ ム
親的干渉は六日間戦争を境に
変わる。グロスマンは次のように述べている。
イスラエルの劇的な軍事的勝利はAJC から見て、イスラエル政府の
英知と能力を計り知れないほど高めていたのである。それはまた、何が
イスラエルの長期的利害であるかに関し、AJC の指導者たちは、自国
の政府との意見の食い違いを辞さないほど、AJC のユダヤ人としての
誇りを強めたのである
58）
。
1971 年 3 月に『ニューズウィーク』誌に掲載されたギャラップ社の調査
によれば、ここ数年、アメリカのユダヤ人は集団として誇りが高まったか、
下がったかという質問に対し、61 パーセントが高まったと答えた。下がっ
たと答えたのは 5 パーセント、変化なしと答えたのが 27 パーセントで
あった。『ニューズウィーク』誌は、誇りへの鍵はイスラエルにあると分
析している。「砂漠を切り開いて作られた小さな国家」の決然とした強さ
に、世界中の人々が驚嘆したというのである。六日間戦争は敗者としての
ユダヤ人のイメージに終止符と打ったという見方をする人もいた
59）
。
「砂漠を切り開いて作られた小さな国家」が六日間戦争で占領したヨル
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ダン川西岸とガザ地区が、2011 年の国際連合総会で注目を浴びることに
なった。パレスチナ自治政府のマフムード・アッバス（MahmoudAbbas）
議長が、9月 23 日午前、国連加盟申請書を潘
パン
基
ギ
文
ムン
（BanKi-moon）国連事
務総長に提出した。同日の国連総会での演説でアッバス議長は新国家の領
土を「東エルサレムを首都とするヨルダン川西岸とガザ地区の占領地全
域」と説明した。アッバス議長がイスラエルの占領を非難すると、イスラ
エルのベンヤミン・ネタニヤフ（BenjaminNetanyahu）首相はパレスチナ
側がユダヤ人国家を認めないことが紛争の核心だと反論した
60）
。パレスチナ
とイスラエルは２国家共存をめざし和平交渉をしてきた。しかし、2008
年末から約 3週間にわたってイスラエル軍がガザ地区を攻撃したため中断
した。それを 2010 年 9 月上旬、アメリカの仲介により約１年９か月ぶり
で再開した。が、アメリカの要請で一部凍結していたヨルダン川西岸でユ
ダヤ人入植住宅の建設を、右派主導のネタニヤフ連立政権が再開したため、
パレスチナ側が反発し、交渉が頓挫していた
61）
。そこでパレスチナ側は、
「194 番目の国家」をめざし、国連に加盟を申請したのである。ヨルダン
川西岸と東エルサレムにユダヤ人居住区として入植地が建設されている。
政府公認入植地が西岸だけで約 120 か所あるという。イスラエルが自国領
と主張する東エルサレムと合わせて、ユダヤ人約 50 万人が暮らしている。
国際法では占領地への自国民入植は禁止されている
62）
。
2011 年 5 月にパレスチナとイスラエルの国境を 1967 年の六日間戦争勃
発前の境界とすることなどを盛り込んで、オバマ大統領が両国を和平交渉
に戻そうとした
63）
。このような国境設定などの提案は、2008 年 9 月にイス
ラエル側から出た提案であった。エフード・オルメルト（EhudOlmert）
元首相は、『インターナショナル・ヘラルド・トリビューン』（the Inter- 
national Herald Tribune）紙で、アッバス議長に次のような提案をしたと
記している。
私の提案は、領土争いを解決するために、1967 年以前のヨルダン川
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西岸とガザ地区と同面積の領土にパレスチナ国家を樹立するというもの
である。その際、地形に関して新たに生ずる現実を考慮に入れて、双方
が同意する土地交換を行うものとする。/エルサレムは共有される。エ
ルサレムのユダヤ人地域はイスラエルの首都とし、アラブ人地区はパレ
スチナの首都とする。エルサレムの神聖な場所については、いずれの側
も主権を宣言しない。神聖な場所はヨルダン、サウジアラビア、アメリ
カによる共同管理とする
64）
。
1978 年にエジプトのアンワール・サダト大統領とイスラエルのメナヘム・
ベギン（MenachemBegin）首相を仲介してキャンプ・デイビッド合意に
導いたアメリカのジミー・カーター（JimmyCarter）元大統領は、同紙に
次のように寄稿している。
パレスチナ人は暴力を慎み、イスラエルが 1967 年の境界内（交渉に
よる土地交換による修正あり）において平和的に存在する権利、パレスチ
ナにおける国連か北大西洋条約機構（NATO）の平和維持軍、パレスチ
ナ人が自らの土地に帰還すること（恐らくイスラエルにもわずかな数）を
受け入れなくてはいけない。イスラエル人は、その過程において、同じ
境界と平和維持軍を受け入れることになる
65）
。
今後もイスラエルとパレスチナ暫定政府との和平への努力は続けられる
であろう。本稿では、和平に取り組まなくてはいけなくなった状況が六日
間戦争によって作り上げられたものであるということを強調してきた。イ
スラエルの勝利はアメリカのユダヤ人に誇りを与えた一方で、ユダヤ人以
外のパレスチナの人々に苦しみを与えてきたことは否定できない。
当事国の内政事情もある。アッバス議長が率いるパレスチナの主要組織
ファタハとガザ地区を支配するイスラム教組織ハマスの対立がある
66）
。また、
イスラエルでは、2011 年 9 月、生活費や住宅費の高騰に抗議し、社会改
革を求めるデモが行われた
67）
。その一方でイスラエルの人々の約半数は、イ
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スラエルの国家存続を懸念しているが、90 パーセント近い人々がイスラ
エルは住むにはいい所だと感じているという
68）
。建国以来、イスラエル人は
近隣アラブ諸国との戦争を当然のものとして受け入れるようになっている
のであろうか。2006 年のAJC の調査によれば、アメリカのユダヤ人の 54
パーセントがパレスチナ国家の建設に賛成で、反対は 38 パーセントだと
いう。この数値は 2001 年から変化がないという
69）
。パレスチナ問題への容
易な解決策はない。六日間戦争の最終日 1967 年 6 月 10 日、イスラエルは、
占領地域がこれほどの難題になることを予測していたであろうか。また、
この戦争はアメリカのユダヤ人には世界のユダヤ人との連帯を意識させた
が、その戦いが、21 世紀にまで引きずる問題を内包していたと、当時、
考えたことがあったであろうか。
1） OscarHandlin,The Uprooted:The Epic Story of the Great Migrations that 
Made the American People,1951（Philadelphia:UniversityofPennsylvania
Press,2002）,173.
2） 竹沢泰子『日系アメリカ人のエスニシティティ―強制収容と補償運動によ
る変遷』1994年（東京大学出版会、2000年）、27頁。
3） 野村達朗『ユダヤ移民のニューヨーク―移民の生活と労働の世界』（山川
出版社、1995年）、36頁。MaxI.Dimont,The Jews in America: The Roots, His- 
tory, and Destiny of American Jews,1978（Chicago:OlmsteadPress,2001）,112,
113.
4） Dimont,113.
5） AbrahamKarp,A History of the Jews in America（Northvale,NewJersey:
JasonAronsonInc,1997）111-112.
6） Historical Statistics of the United States,MillennialEditionOnLine,editedby
SusanB.Carter,ScottSigmundGartner,MichaelR.Haines,AlanL.Olmstead,
RichardSutch,andGavinWright,athttp://hsus.cambridge.org/HSUSWeb/
HSUSEntryServlet.1976年と1977年の間には、会計年度の変更に伴って両年
度の間に生じた移民数は1976年に加えた。
7） Karp,138.
8） Dimont,xv.
9） Ibid.,2,3.
130
10） Ibid.,3-7.
11） Ibid.,7,8.
12） Ibid.,9,10,15,16.
13） Karp,170.
14） MichaelB.Oren,Power, Faith, and Fantasy: America in the Middle East, 
1776 to the Present,2007（NewYork:W.W.Norton&Company,2011）,351-
353.
15） Karp,156-158.
16） Oren,353.
17） Ibid.,353,356,357.
18） TheBalfourDeclarationathttp://en.wikipedia.org/wiki/Balfour_Declara-
tion_of_1917
19） Oren,420-421.
20） BritishWhitePaperof1939athttp://avalon.law.yale.edu/20th_century/
brwh1939.asp
21） Oren,422,427,443.
22） Ibid.,423,426,443.
23） AllisRadoshandRonaldRadosh,A Save Haven: Harry S. Truman and the 
Founding of Israel （NewYork:HarperPerenial,2010）,26,27.
24） LetterFromPresidentRoosevelttoKingIbnSaud,April5,1945,Depart-
ment of State Bulletin,vol.13,October-December,1945,623athttp://www.
archive.org/stream/departmentofstatx1345unit#page/622/mode/2up
25）“HarrisonReport,”athttp://www.ushmm.org/museum/exhibit/online/dp/
politic6.htm
26）“ReportofEarlG.Harrison,”athttp://www.ushmm.org/museum/exhibit/
online/dp/resourc1.htm
27）“HarrisonReport”.
28） AllisRadoshandRonaldRadosh,112,113,144,147,149,166-168.
29） Ibid.,171,177,182.
30） Ibid.,207,209,210,218,241-243,274,282,303.
31） Ibid.,313,338,339.　MichaelB.Oren,Six Days of War: June 1967 and the 
Making of Modern Middle East（NewYork:PresidioPress,2003）,5.
32） Oren,Six Days of War,xv.
33） Ibid.,6-8.
34） Ibid.,9-10.
131
杉 渕 忠 基
35） Ibid.,14,31,32,33,36.
36） Ibid.,54-55.
37） Ibid.,67-71,75,97.
38） Ibid.,102,115.
39） Ibid.,119,120,133,136.
40） Ibid.,156-158.
41） Ibid.,159,161,164,168-169.
42） Ibid.,168,170,171-178.
43） Ibid.,174-176,178.
44） Ibid.,185,188,195,196.
45） Ibid.,201,202,209,210,217.
46） Ibid,236,237,252,253,274.
47） Ibid,238-240,247.
48） Ibid.,274,286,286,288,289.
49） Ibid.,290,295,297-299,301-303.
50） Ibid.,305-307.
51） 藤原帰一「時事小言」『朝日新聞』2011年9月20日夕刊、3頁。藤原が言って
いる「武力に訴えることを避けてはならない状況」とは、ボスニア・ヘルツェ
ゴビナに関わる、ユーゴスラビアの連邦の解体過程におけるNATO軍の攻撃、
ルワンダの内戦、リビアのカダフィ政権への国際的軍事介入のことを指して
いる。
52） Oren,Six Days of War,91,98,157.
53） Ibid.,158.
54） Newsweek,March1,1971,57.
55） LawrenceGrossman,“TransformationThroughCrisis:TheAmerican
JewishCommitteeandtheSix-DayWar,”American Jewish History, vol.86,
no.1,27-54（March1998）,28.
56） Ibid.,31.
57）“IsraelPremier’sFirstOfficialDeclarationClarifyingRelationsBetween
IsraelandJewsintheUnitedStatesandotherFreeDemocracieshailedby
Blausteinas“DocumentofHistoricSignificance,”athttp://www.ajcarchives.
org/AJC_DATA/Files/508.PDF
58） Grossman,52.
59） Newsweek,March1,1971,56,57.
60） 柳沢亨之「パレスチナ、国連加盟申請」『読売新聞』2011年９月24日夕刊、１頁。
132
61） 井上道夫「イスラエル強く反発」『朝日新聞』2011年５月21日朝刊、11頁。
62） 山尾有紀恵「パレスチナ遠い建国」『朝日新聞』2011年９月25日朝刊、2頁。
63） EthanBronner,“IsraelbristlesasObamabacks’67mapasstarttopeace
deal,”International Herald Tribune,May21-22,2011,6.
64） EhudOlmert,“AfleetingchanceforMideastpeace,”International Herald 
Tribune,September22,2011,6.
65） JimmyCarter,“AftertheU.N.voteonPalestine,”International Herald 
Tribune,September14,2011,10.
66） 井上道夫「イスラエル強く反発」『朝日新聞』2011年５月21日朝刊、11頁。
67） 長谷川由紀「イスラエル40万人デモ」『読売新聞』2011年９月5日朝刊、4頁。
山尾有紀恵「イスラエル45万人デモ」『朝日新聞』2011年９月5日朝刊、11頁。
68） EthanBronner,“Israelis’paradoxicaloptimism,”International Herald 
Tribune,September30,2011,9.
69） TheAmericanJewishCommittee,“2006AnnualSurveyofAmericanJew-
ishOpinion,”athttp://www.ajcarchives.org/ajcarchive/DigitalArchive.aspx
